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第１回 村上市地域公共交通活性化協議会 会議録 

  

１．開催日時：平成２９年６月２７日（火） 午前９時３０分から午前１０時１５分 

 

２．開催場所：村上市生涯学習推進センター ２階 大・中会議室 

 

３．出席者：（※敬称略） 

【出席委員】高橋会長、古田委員、渡邉委員(青野地域調査係長代理出席)、松平委員(本保副所長代

理出席)、髙橋(治)委員(服部維持管理課長代理出席)、中村委員(五十嵐課長補佐代理出席)、 

須貝委員、片野委員、会田委員、大嶋委員、髙橋(博)委員、河面委員、嵐委員、川﨑委員、髙

橋（智）委員(波多野代理出席)、小松委員、桑原委員(林 地域振興専門員代理出席)、山形委員

(堀 交通管理係主任代理出席)、大滝委員、板垣委員、小田(正)委員、 

【欠席委員】 前川委員、小田(修)委員、鈴木(克)委員、石田委員、鈴木(渉)委員、佐野委員、 

山田委員、木村委員 

【委員以外】 株式会社はまなす観光タクシー、坂町タクシー株式会社（オブザーバー） 

 

【事 務 局】  川崎、前川、細野、小野寺（村上市） 

 

４．傍聴者：１人 

 

５．会議次第 

１ 開 会 

２ 挨 拶（会長） 

３ 委嘱状交付（代表受領） 

４ 委員及び事務局職員紹介 

５ 監査員の任命について 

６ 議 事 

〔報告事項〕 

（１）   村上市地域公共交通活性化協議会について 

（２）   平成28年度事業報告及び決算報告について 

（３）   事業実施状況について 

〔協議事項〕 

議題１ 平成30年度 生活交通確保維持改善計画（地域公共交通確保維持事業のうち 

地域内フィーダー系統関係）(案)について 

 ７ その他 

 ８ 閉会（会長） 

 

６．会議資料 

【配付資料】◇議事次第  ◇出席者名簿  ◇配席図  ◇運行利用状況等 

      ◇まちなか循環バスラッピングデザイン案 

【議事資料】 

資料1． 村上市地域公共交通活性化協議会について 

資料2.  平成28年度事業報告及び決算報告について 

資料3.  事業実施状況について 

議題1.  平成30年度 生活交通確保維持改善計画（地域公共交通確保維持事業のうち 

地域内フィーダー系統関係）(案)について 
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７．会議経過 

議事次第 

１ 開 会 

〇川 崎 事 務 局 長：皆様、おはようございます。本日は、お忙しい中お集まりいただき、まこと

にありがとうございます。ただいまより平成29年度第１回村上市地域公共交

通活性化協議会を開催いたします。私、自治振興課長の川崎と申します。ど

うぞよろしくお願いいたします。初めに、５月末に委員皆様へ送付いたしま

した書面決議につきまして撤回いたしましたことをこの場をおかりしておわ

び申し上げます。お手数をおかけしまして申しわけございませんでした。そ

れでは、早速進行に入らせていただきます。自治振興課課長補佐の前川のほ

うで進めさせていただきますので、よろしくお願いいたします。 

〇前 川 課 長 補 佐：皆さん、おはようございます。自治振興課の前川と申します。本日はよろし

くお願いいたします。 

          それでは、お手元にお配りした資料の確認をさせていただきます。まず議事

次第、出席者名簿、配席図、運行利用状況でございます。なお、会議資料に

つきましては事前に委員の皆様へ送付しておりますので、ご確認願います。

資料の不足はございませんでしょうか。 

          次に、本日の出席状況でございますが、協議会規約第11条第２項により、本

協議会は委員の過半数が出席しなければ開催できないことになっております

が、協議会委員29名のうち過半数以上の出席をいただいておりますので、今

協議会が成立しておりますことをご報告いたします。 

          それでは、次第に従いまして進行させていただきます。初めに、本協議会会

長である村上市長よりご挨拶を申し上げます。 

２ 挨 拶（会長） 

〇高 橋 会 長：皆さん、おはようございます。お忙しいところご参集いただきまして、あり

がとうございます。平成29年度第１回目になります協議会ということで開催

をさせていただいたわけでありますけども、今ほど冒頭事務局から話があり

ましたとおり、皆様お忙しくあるものですから、書面協議ということもやむ

なく行わなければならない事案が発生するわけであります。これにつきまし

てはこの４月から高速道路を活用した通院型のタクシーという形をさせてい

ただいたところ、この利用が、他のいろいろな側面からの利用促進が図られ

ているということで、やはりこうした地域のニーズに的確に応えていくとい

うこと、これはスピード感を持ってやっていかなければならないということ

でこのような取り組みになってしまったわけでありまして、このことにつき

まして私からもよくその辺の精査をしながら、これから皆様方とこの地域に

おける公共交通のあり方、進めていかなければならないなということでしっ

かりと認識をした次第でありますので、引き続きまたよろしくお願いをした

いと思います。 

          また、タクシーの運行につきましては当初予定したとおり、やはり比較的皆

様方からしっかりと利用していただける公共交通機関、行政サービスだなと

いうことをデータからも少し認識しているわけでありますが、その反面、通

院型だけでなくて、そこを通って行くのであれば、こういうニーズにも応え

てほしいという要望も実はあります。やはり当初から懸念をされていた部分、

いろいろな形で利用される利用者のニーズというのはまさに多様でありま

す。そこのところにきめ細かに対応すること、なかなかシステムとしては難

しいわけでありますけども、現実問題として要請もあるということでありま
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す。これからもスピード感を持って、事に的確に対応していけるようなそう

いう仕組みにつなげていきたいと思っているわけであります。運行開始から

３カ月経過しているわけでありまして、３カ月だけのデータではなかなかそ

の見通しも立てにくいという部分もあるわけでありますけども、少なくとも

これまでの実績があるわけでありますから、継続しながら並行して検証し、

これからのよりよいシステムづくりにつなげていきたいと思っております。 

          また、この年度に入りましてから、国土交通省からご提案のありました自動

運転の実証実験、これは全国で国が指定をするモデル地域と、あとは手挙げ

方式ということであるわけでありますけども、現在村上市におきましては山

北のエリアで公共施設、病院、また生活関係施設、これらを接続する集落と

その地域の拠点とを結びつける実証実験というところに実は手挙げをさせて

いただいているところであります。やはりこれからの社会の中における足の

確保、生活環境としてのこういう部分というのはしっかりと見据えていかな

ければならないということでいち早く手を挙げさせていただいているわけで

ありますけども、これは採択される、されないにかかわらず、我々の課題だ

という捉え方をしていかなければならないと思っておりますので、少し事務

局のほうでその辺の制度につきましてしっかりと検証した上で、また皆様方

にも随時ご提案申し上げながら、ご意見を賜っていきたいなと思っておりま

す。 

          本日は28年度の状況、それと30年度における改善計画の案ということでお示

しをする予定にしておりますので、何とぞ皆様から忌憚のないご意見をいた

だいて、この地域の公共交通がしっかりと、そしてよりいいものに育て上げ

ていただけるようにお願い申し上げまして、開会のご挨拶とさせていただき

たいと思います。今日はよろしくお願いいたします。 

〇前 川 課 長 補 佐：ありがとうございました。 

３ 委嘱状交付（代表受領） 

４ 委員及び事務局員紹介 

５ 監査員の任命について 

６ 議 事 

〇前 川 課 長 補 佐：それでは、これより議事に入りますが、協議会規約第11条の規定により、委

員長が議長を務めることとされておりますので、以後、会長より議事の進行

をお願いいたします。 

〔報告事項〕 

 （１） 村上市地域公共交通活性化協議会について（資料１） 

〇高 橋 会 長：それでは、議事を進めさせていただきますので、よろしくご協力お願いをい

たしたいと思います。 

          それでは、本日ご提案しております報告事項の１点目、村上市地域公共交通

活性化協議会について、資料１でございますが、事務局から説明を行いまし

て、皆様方からご発言をいただきたいと思います。よろしくお願いします。 

〇事 務 局：－－－資料１に基づき詳細に説明－－－ 

〇高 橋 会 長：委員の交代に伴いまして、改めてご説明させていただきました。この件につ

きまして皆様方からご発言ありますでしょうか。特によろしゅうございます

か。 

          （異議なしの声あり） 

〇高 橋 会 長：それでは、引き続きよろしくお願いしたいと思います。 

 （２） 平成28年度事業報告及び決算報告について（資料２） 
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〇高 橋 会 長：続きまして、報告事項の２点目、平成28年度事業報告及び決算の報告という

ことで、資料２ということになります。事務局から説明願います。 

〇事 務 局：－－－資料２に基づき詳細に説明－－－ 

〇大 滝 委 員：監査委員の大滝でございます。監査委員は、私のほかに山田監査委員がおり

ますが、私と同意見でございますので、私から監査報告を申し上げます。本

協議会規約第10条の規定により、平成28年度村上市地域公共交通活性化協議

会会計処理簿を去る５月24日に監査いたしました結果、歳入歳出及び帳簿、

書類等はいずれも適正に処理されていると認めましたので、ご報告いたしま

す。監査委員、大滝愼一、監査委員、山田俊治郎。以上でございます。 

〇高 橋 会 長：大変ありがとうございました。それでは、ただいま平成28年度の事業報告並

びに決算につきましてご報告を申し上げました。皆様方からご発言がありま

したらお願いいたします。いかがでございましょうか。はい、どうぞ。 

〇髙 橋 委 員：猿沢区長の髙橋でございます。初めて出席したものですから、ちょっとお聞

かせ願いたいのですが、路線バス関係の事業費で700万円余りありますが、こ

れは何路線ぐらいあるのですか。 

〇事 務 局：これは山北地区の路線になるんですが、伊呉野～府屋駅前線と寒川～府屋中

町線、この２路線になっております。 

〇髙 橋 委 員：ありがとうございます。この２路線で700万円なのですね。 

〇事 務 局：はい。 

〇髙 橋 委 員：私ちょっと勘違いなのかもしれませんが、朝日を走っている路線バスも何か

出しているような気がしたんですが、それらはどんなものですか。 

〇事 務 局：路線バスにつきましては、さまざまな地区で運行されていますが、朝日であ

れば北中までの路線であるとか、いろんな路線がございます。そこにかかる

事業費については、まず基本的には新潟交通観光バスさんが運行しておりま

して、それに伴う赤字分について市のほうが補填しているという形になって

おります。こちらの協議会で運行を委託している路線とはまた別な運行路線

になります。 

〇髙 橋 委 員：よくわかりました。 

〇高 橋 会 長：ありがとうございました。 

          ほかにございませんでしょうか。よろしゅうございますか。 

          （異議なしの声あり） 

〇高 橋 会 長：特段ないようでございますので、２番目の報告事項につきましては終了とさ

せていただきたいと思います。 

 （３） 事業実施状況について（資料３） 

〇高 橋 会 長：続きまして、報告事項の３点目、事業実施状況について、資料３ということ

になります。事務局から説明願います。 

〇事 務 局：－－－資料３に基づき詳細に説明－－－ 

〇高 橋 会 長：それでは、事業の実施状況についてご説明を申し上げました。皆様方からお

尋ねになりたいところがありましたらご発言いただきたいと思います。よろ

しゅうございますか。 

          （異議なしの声あり） 

〇高 橋 会 長：ありがとうございました。それでは、事業実施状況につきましては終了とさ

せていただきたいと思います。 

〔協議事項〕 

  議題１ 平成30年度 生活交通確保維持改善計画 

      （地域公共交通確保維持事業のうち地域内フィーダー系統関係）（案）について 
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〇高 橋 会 長：それでは、続きまして、協議事項の議題に入らさせていただきたいと思いま

す。このたび平成30年度の生活交通確保維持改善計画の案につきまして皆様

方にご提案申し上げたいと思います。内容につきましては、前段、事務局の

ほうから概略をご説明申し上げます。 

〇事 務 局：－－－議題１に基づき詳細に説明－－－ 

〇高 橋 会 長：それでは、30年度の計画案につきまして概略、ご説明を申し上げたわけであ

りますけども、皆様方から率直なご意見をいただきたいと思いますが、いか

がでございましょうか。どうぞ、髙橋委員。 

〇髙橋委員（代理）：北陸信越運輸局の髙橋の代理で参りました波多野と申します。座って質問さ

せていただきます。 

          こちらの関連計画の事業目標についてですが、２の目標方法（１）の事業目

標についてですが、この人数については、今までの利用者の実績を勘案して

とありますが、人口減とか、いろんなことがあると思いますが、去年の１日

当たりの人数よりもどのぐらい多いのか、その辺を教えていただきたいと思

います。 

〇事 務 局：２の目標ですが、人口減とかを全く考慮せず、平成28年度の平均利用実績を

もとに上げております。 

〇髙橋委員（代理）：でもそれを上回るように目標値として出されているのですね。 

〇事 務 局：はい。 

〇髙橋委員（代理）：わかりました。ありがとうございました。 

〇事 務 局：よろしくお願いします。 

〇高 橋 会 長：ありがとうございました。 

          ほかにございませんでしょうか。よろしゅうございますか。 

          （異議なしの声あり） 

〇高 橋 会 長：それでは改善計画の平成30年度の分につきましてはこの内容で提案したいと

思いますので、よろしくお願いいたします。 

          それでは、本日ご提案申し上げました報告事項、議題につきましては全て終

了させていただきました。ご協力ありがとうございました。 

７ その他 

〇高 橋 会 長：次第の７、その他でございますが、まず前段、皆様からご発言ありましたら

いただきたいと思いますが、いかがでございましょうか。はい。 

〇会 田 委 員：最初に質問すればよかったのですが、高速のりあいタクシーが４月から運行

開始したわけでありますが、私が思っていた数よりかなり少ないような気が

するわけですけども、どうでしょうか。まだ浸透していないというか、その

辺をお聞かせ願いたいと思います。 

〇川 崎 事 務 局 長：運行に関しましては、いわゆる通院に特化しているという関係で、まだ一般

の利用というのが少のうございまして、今後ＰＲに努めると同時に、先ほど

申しましたとおり、利用者アンケートを行いまして、また運行時刻等につい

ても今後見直しして、より利用しやすい運行体系にしていきたいと考えてお

ります。 

〇会 田 委 員：了解しました。 

〇高 橋 会 長：ほかにございますでしょうか。 

          高速のりあいタクシーにつきましては、村上市以外のところで、寄っていた

だくとありがたいというような話も私に直接来ています。それがやっぱりこ

の地域に暮らす人たちのそれぞれのニーズなんだろうと思います。しかしな

がら、行政が行う試行の形になっておりまして、そのサービスのエリアとし
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て対象とするのが村上市ということになってしまいます。その辺のところは

以前、高速バスの件で県のほうとご協議を申し上げまして、また国のほうに

もご要望申し上げたというときに、やっぱり都市間の移動プラス全体のエリ

アとしての捉え方というのが必要ではないかと感じております。先ほど冒頭、

開会の挨拶で少し申し上げましたけれども、その辺のところは少し検証を加

えながら、見直していきたいと思っておりますので、皆さんから、もしイメ

ージがあるようでありましたら、今後またこの協議会の中でご意見をいただ

ければと思います。 

          ほかにございませんでしょうか。よろしゅうございますか。ありがとうござ

いました。 

          それでは、皆様方からのご発言はないようでございますので、事務局のほう

からその他でご報告をお願いいたします。 

〇事 務 局：本日、お配りしました循環バスのラッピングデザイン案をごらんいただきた

いのですが、現在まちなか循環バスで運行しています車両につきまして平成

31年度より日野自動車のポンチョバスに切りかえる予定でおります。その際、

車両の外観を当市にちなんだ親しみやすいイメージデザインでラッピングす

ることを予定しておりますが、このたびデザインの案が委託しております新

潟博報堂より示されました。３案ございまして、１枚はぐっていただきまし

て、Ａ案につきましては現在の高速のりあいタクシーのデザイン、カラーを

踏襲したものでございまして、おしゃぎりや荒川の民謡流しなどの図柄を盛

り込んでおります。次に、青色のＢ案につきましては当市の観光キャラクタ

ーでありますサケリンをメインとしたかわいらしいデザインというふうなイ

メージとなっております。最後のＣ案ですが、これについては必要最小限の

図柄を入れたシンプルなデザインとなっております。これらの３案の中から

庁舎内で意見を募りまして、最後は業者のほうと詰めながらデザインを決め

たいと考えております。次回、第２回目の協議会の場で選定したデザインに

ついてご報告をさせていただきたいと思っております。また、委員の皆様か

らもご意見がございましたら事務局までご連絡をひとつよろしくお願いしま

す。 

          以上でございます。 

〇高 橋 会 長：参考までにということでご披露させていただきました。比較的地域の大切な

公共交通機関だということをここに暮らす皆さん方と共有をしたいという思

いで、高速のりあいタクシーもそうでありましたけども、こんな形のデザイ

ンでアピールをしていきたいと考えておりますので、また皆様方からもご意

見がございましたらお聞かせいただければと思います。 

          特にここの部分に関してはご発言を求めるつもりはなかったのであります

が、何かご発言があるようでしたらお願いします。第２案については、実は

姉妹都市であります鯖江市さんの、つつじバスというラッピングバスが地域

の公共交通に採用をされております。この辺のところもひとつ参考にさせて

いただいて、やっぱり町並みに溶け込んだ親しみやすい形にしたいと思って

おります。 

〇前 川 課 長 補 佐：委員の皆様、本日はご審議ありがとうございました。では、最後に閉会の挨

拶を会長よりお願いいたします。 

８ 閉 会（会長） 

〇高 橋 会 長：日ごろは本当に皆様方からいろいろなご意見をいただいているわけでありま

して、またそれと利用者の方々からも直接ご意見をいただいております。そ
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れを少しでも実現できるようにということで取り組みを進めているわけであ

りますけども、今ほど皆様からご発言がありましたように、制度として公共

交通の利便性、それがしっかり利用につながっていくのは、ニーズの把握が

大切だと思います。ですから、そのニーズとのマッチング、これをしっかり

とコーディネートしていくことが大切だろうと思っております。また、年度

年度で、特に学校現場はそういう状況になるわけでありますけども、子供た

ちの数、また通勤の経路、通学の経路、それがやっぱりそんな中で微妙に変

化をしていく、そこにレスポンスよく対応していくということが少しできに

くい状況であるということも現実ありますが、その辺のところを少しフレキ

シブルに対応できるような形にできるようにしたいと思っております。そこ

のところにつきましては県または国のほうからご指導いただきながら進めて

いきたいと思っております。 

          また、今回自動運転の実証実験で提案をさせていただいたときに、やっぱり

山北エリアというのは非常に、生活として移動しようとする手段がなかなか

厳しいエリアであります。そこのところをどういうふうにしていこうかとい

うことがまず一つなのですが、現在道路としては日東道が日本海側を延びて

いくわけで、うちのほうも34.1キロ、今トンネルから本着工に入るわけであ

りますけども、それと同時に先だって羽越本線、これは軌道でありますけど

も、ＪＲの羽越本線高速化については、これまで20年を超える期間、活動し

ているのでありますが、いよいよ羽越新幹線ということで整備新幹線へ向け

ての期成同盟会で、これは新潟県だけでなくて、お隣の山形、秋田、青森と

連携して取り組もうということになりました。そういうふうな形でこのエリ

アに暮らす人たちの生活の足の確保ということを考えたときに、いろいろな

側面から取り組みを進めなければなりません。そうした中にあって、この地

域の少しコンパクトなエリアでの生活の足を確保していくということも非常

に重要な視点であります。それがうまく連携することによって日常の生活を

しっかり支えていくことができるのかなと思っておりますので、これから皆

様方から忌憚のないご意見をいろいろな側面からご指導いただければありが

たいなと思っておりますので、そのことをお願いいたしまして、本日の協議

会は閉会とさせていただきたいと思います。本日は大変ありがとうございま

した。 

〇川 崎 事 務 局 長：それでは、皆様、以上をもちまして平成29年度の第１回村上市地域公共交通

活性化協議会、終了とさせていただきます。大変ありがとうございました。 

            （午前１０：１５終了） 

 


